
目次 CONTENTS目次 CONTENTS

Fr
om

SOO City Council

曽於市議会だより

令和８年７月31日
発行

第85号

02－04 Ｔopics　第２回定例会

05 議決結果

06－16  市政を問う （一般質問）

  ～ 11 名の議員が登壇～

17－18  委員会調査リポート

18 議員研修報告

19 全国市議会議長会表彰

 曽於市議会政務活動費収支報告

20 夢チャレンジ　西村 欣也 さん
に し む ら き ん や

雨の中、懸命に挑む姿が心を打った消防操法大会 （P20参照）



条
例
の
改
正
や
補
正
予
算
な
ど

の
議
案
、
農
業
委
員
の
任
命
に
つ

い
て
の
同
意
案
等
を
審
査
・
審
議

し
ま
し
た
。

Topic1

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

︻
同
意
案
第
１
号
~
18
号
︼

全
会
一
致
同
意

農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
が
、

令
和
８
年
７
月
19
日
を
も
っ
て
満

了
と
な
る
こ
と
に
伴
う
も
の
で
、

委
員
の
任
期
は
３
年
で
す
。
今
回

提
案
さ
れ
た
18
名
の
内
訳
は
、
認

定
農
業
者
及
び
認
定
農
業
者
等
に

準
ず
る
者
12
名
、
そ
の
他
６
名
で
、

そ
の
他
６
名
の
う
ち
、
利
害
関
係

を
有
し
な
い
者
が
１
名
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

Topics

第２回定例会

令和８年
６月５日から

６月23日まで

（19日間）

Topic2

財
部
方
面
隊
中
央
分
団

消
防
ポ
ン
プ
車
を
更
新

︻
議
案
第
44
号
︼
全
会
一
致
可
決

財
部
方
面
隊
中
央
分
団
に
配
置

し
て
い
る
平
成
17
年
度
購
入
の
水

槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新

す
る
も
の
で
す
。

分団名・品名 財部方面隊中央分団・水槽付消防ポンプ自動車
車両型式 ダブルキャブオーバー型	２ＷＤ

落札価格（落札率） 4,565万円（98.8％）
落札者 株式会社KSB（旧鹿児島消防防災）（鹿児島市）

取得予定車両と同型の消防ポンプ自動車

Topic3

旧
大
隅
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

無
償
貸
付
け

︻
議
案
第
45
号
︼
全
会
一
致
可
決

令
和
８
年
７
月
１
日
か
ら
令
和

13
年
３
月
31
日
ま
で
、
株
式
会
社

ト
ー
タ
ル
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
へ
無

償
貸
付
け
す
る
も
の
で
す
。

問

建
物
を
無
償
、
土
地
を
有
償

と
す
る
理
由
は
。

答

対
象
施
設
は
築
33
年
と
、
処

分
制
限
期
間
で
あ
る
35
年
を
ま
だ
経

過
し
て
い
な
い
。
建
物
を
有
償
で
貸

付
け
よ
う
と
す
る
場
合
、
国
庫
納
付

金
を
不
要
と
す
る
条
件
の
国
庫
補
助

事
業
完
了
後
10
年
は
経
過
し
て
い
る

が
、
国
庫
納
付
金
相
当
額
で
あ
る
約

２
６
８
万
円
の
基
金
積
立
は
必
要
と

な
る
た
め
、
総
合
的
に
判
断
し
て
無

償
貸
付
け
に
し
た
。
な
お
、
土
地
に

つ
い
て
は
有
償
で
あ
る
が
、
第
一
次
募

集
で
は
応
募
が
な
く
、
第
二
次
募
集
で

減
額
率
を
上
げ
て
貸
付
料
が
下
が
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
３
者
か
ら
の
応
募
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
認
識
し
て

い
る
。
ま
た
、
選
定
に
お
い
て
は
、
高

齢
者
施
設
給
食
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

に
よ
っ
て
高
齢
者
施
設
の
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
こ
と
や
、
40
人
の
雇
用
が
予

定
さ
れ
て
い
る
点
が
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
評
価
さ
れ
た
。

末吉地区　７名 大隅地区　７名 財部地区　４名

山や
ま

口ぐ
ち

裕ひ
ろ

之ゆ
き

氏

三み

嶋し
ま

里り

香か

氏

濵は
ま

田だ

實み
の
る　

　

氏

長な
が

野の

浩ひ
ろ

子こ

氏

末す
え

永な
が

美よ
し

文ふ
み

氏

新し
ん

田で
ん

栄し
げ

博ひ
ろ

氏

川か
わ

畑ば
た

良よ
し

久ひ
さ

氏

八や

木ぎ

強つ
よ
し　

　

氏

永な
が

野の

一か
ず

広ひ
ろ

氏

遠と
お

矢や

忍し
の
ぶ　

　

氏

窪く
ぼ

田た

則の
り

秋あ
き

氏

小お

濵ば
ま

光ひ
か
る　

　

氏

荻お
ぎ

迫さ
こ

純す
み

明あ
き

氏

岩い
わ

村む
ら

秀ひ
で

男お

氏

吉よ
し

満み
つ

忠た
だ

吉よ
し

氏

橋は
し

口ぐ
ち

ま
ゆ

氏

片か
た

平ひ
ら

敏と
し

生お

氏

柿か
き
の

木き

伸の
ぶ

幸ゆ
き

氏

2☆広報委員がオススメする曽於市の観光スポットを紹介します。（P３～５、P17 ～ 19参照）



Topic4

令
和
８
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
︵
第
１
号
︶
を
可
決

︻
議
案
第
46
号
︼
全
会
一
致
可
決

１
億
３
５
８
２
万
円
追
加

予
算
総
額

２
７
８
億
８
５
８
２
万
円

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

歳入（単位 : 万円）
国 庫 支 出 金 生活保護費負担金 2,501

県 支 出 金 過年発生農地・農業用施設
災害復旧費補助金 8,447

繰　 入　 金
財政調整基金繰入金 △ 4,564
介護保険特別会計繰入金 3,041

市 　 　 　 債 緊急自然災害防止対策事業 2,290
歳出（単位 : 万円）

生活保護扶助費（生活保護費給付の追加） 3,335
緊急自然災害防止対策事業（農業用排水路工事等の追加） 2,308
中学校施設整備事業
（照明設備改修設計等業務委託料の追加） 1,183

総
務
常
任
委
員
会

（
山
中
雅
人
委
員
長
）

︻
旧
月
野
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

ト
イ
レ
設
置
︼

問

校
区
公
民
館
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
の
か
。

答

公
民
館
の
役
員
や
地
域
住
民
、

利
用
者
団
体
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
。

簡
易
水
洗
ト
イ
レ
の
設
置
に
な
る

旨
を
代
表
者
に
説
明
し
、
了
承
を

得
て
い
る
。

︻
職
員
給
︼

問

本
市
に
お
け
る
技
術
系
職
員

の
採
用
状
況
は
。

答

現
在
、
建
築
士
が
１
名
不
足

し
て
い
る
が
、
Ｏ
Ｂ
が
会
計
年
度

任
用
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
お
り

業
務
に
支
障
は
出
て
い
な
い
。
土

木
関
係
、
保
健
師
等
は
定
員
を
満

た
し
て
お
り
、
社
会
福
祉
士
は
も

う
１
名
増
員
を
計
画
し
て
い
る
。

全
国
的
に
技
術
系
職
員
は
不
足
し

て
い
る
が
、
今
後
も
大
学
等
の
訪

問
を
行
い
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
計
画

的
な
採
用
に
努
め
た
い
。

︻
調
整
池
堆
積
土
砂
撤
去
業
務
委
託
︼

問

堆
積
土
砂
撤
去
の
効
果
は
。

答

現
地
は
桜
ヶ
丘
方
面
か
ら
も

相
当
量
の
水
が
流
れ
て
く
る
。
約

１
９
０
０
㎡
の
調
整
池
に
水
を
誘

導
し
流
れ
を
緩
和
す
る
こ
と
で
、

旧
大
隅
支
所
周
辺
の
内
水
氾
濫
防

止
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。

︻
電
子
計
算
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
︼

問

ど
う
い
っ
た
内
容
か
。

答

Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
連
の
納
付
書
等
の

発
行
手
数
料
の
有
料
化
に
対
応
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
今
回
の

改
修
で
次
年
度
以
降
の
支
払
い
が

な
く
な
り
、
毎
年
約
47
万
円
の
負

担
軽
減
に
な
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
瀬
戸
口
恵
理
委
員
長
）

︻
生
活
保
護
扶
助
費
︼

問

最
高
裁
判
決
に
よ
る
追
加
給

付
の
積
算
が
、
一
世
帯
当
た
り

６
万
２
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る

理
由
は
。

答

地
域
区
分
ご
と
に
国
が
示
し

た
金
額
が
あ
り
、
本
市
の
場
合
は

６
万
２
０
０
０
円
で
あ
る
。
あ
く

ま
で
予
測
さ
れ
る
平
均
値
と
し
て

の
扱
い
で
あ
り
、
実
際
に
は
シ
ス

テ
ム
改
修
後
に
一
人
一
人
の
加
算

等
を
確
認
し
、
各
世
帯
へ
の
給
付

額
を
算
出
す
る
予
定
で
あ
る
。

︻
入
浴
施
設
の
在
り
方
検
討
委
員
会
︼

問

ど
う
い
っ
た
内
容
か
。

答

設
置
要
綱
に
明
記
さ
れ
て
い

る
所
掌
事
務
の
う
ち
、
今
年
度
は

経
営
方
針
、
管
理
体
制
、
サ
ー
ビ

ス
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
こ

と
を
検
討
す
る
。
市
内
３
か
所
の

入
浴
施
設
で
異
な
る
営
業
時
間
や

人
件
費
・
燃
料
費
等
の
高
騰
が
続

く
な
か
に
お
い
て
も
営
業
が
継
続

で
き
る
よ
う
に
、
入
浴
料
の
検
討

も
行
う
。
委
員
会
は
７
月
か
ら
４

回
開
催
し
、
10
月
に
市
長
へ
報
告

を
行
う
予
定
で
、
報
告
の
終
了
を

も
っ
て
委
員
の
任
期
満
了
と
す
る
。

意
見

利
用
者
の
声
を
十
分
に
反

映
さ
せ
な
が
ら
、
４
回
に
限
ら
ず

と
も
、
じ
っ
く
り
と
腰
を
据
え
て

慎
重
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。

3 ☆溝ノ口洞穴（財部町中谷校区）☆言わずと知れた国指定文化財。毎年４月に奴
やっこおど

踊りが奉納されます。（瀬戸口）



︻
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当

事
務
費
返
還
金
︼

問

ど
う
い
っ
た
内
容
か
。

答

当
事
業
は
令
和
７
年
度
で
補

正
予
算
、
令
和
８
年
度
に
繰
越
明

許
を
行
っ
た
が
、
令
和
７
年
度
支

給
分
は
同
年
度
内
に
精
算
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
精
算
に

伴
う
も
の
で
あ
る
。

問

対
象
者
は
。

答

児
童
手
当
を
支
給
さ
れ
て

い
る
０
歳
～
18
歳
ま
で
が
対
象

で
、
令
和
７
年
度
が
４
０
９
９

名
、
令
和
８
年
度
が
49
名
、
合
計

４
１
４
８
名
に
支
給
さ
れ
、
未
支

給
の
子
ど
も
の
人
数
は
１
１
２
名

で
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
は
他
の
市

町
村
で
支
給
を
受
け
る
な
ど
、
必

ず
し
も
本
市
か
ら
の
支
給
対
象
で

は
な
い
。

︻
照
明
設
備
改
修
設
計
等
業
務
委
託
︼

問

ど
う
い
っ
た
内
容
か
。

答

令
和
10
年
１
月
に
蛍
光
灯
が

廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
学
校

の
照
明
設
備
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
。
令
和
９
年
度

に
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
を

活
用
し
て
工
事
す
る
た
め
に
は
今

年
度
中
に
設
計
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
補
正
予
算
で
の
対
応

と
な
っ
た
。

問

全
て
の
学
校
に
対
し
て
改
修

す
る
べ
き
で
は
。

答

今
回
は
財
部
小
学
校
と
中
学

校
３
校
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、

新
設
の
岩
川
小
学
校
と
建
設
中
の

末
吉
小
学
校
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
対
応

し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
小
学
校

に
つ
い
て
は
、
当
面
の
間
は
蛍
光

灯
の
在
庫
を
確
保
す
る
こ
と
で
対

応
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

︻
財
部
中
央
公
民
館

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
保
守
管
理
委
託
︼

問

ど
う
い
っ
た
内
容
か
。

答

５
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

が
、
６
月
ま
で
は
無
償
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
期
間
で
あ
り
、
７
月
か
ら

３
月
ま
で
は
リ
モ
ー
ト
監
視
と
現

場
で
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
な
る
。

消
耗
品
等
は
実
費
と
な
る
契
約
で

あ
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
出
水
優
樹
委
員
長
）

︻
キ
ャ
ン
プ
場
整
備
工
事
費
︼

問

工
事
の
内
容
は
。

答

花
房
峡
憩
い
の
森
キ
ャ
ン
プ

場
の
指
定
管
理
者
か
ら
雨
漏
り
の

報
告
が
あ
り
、
調
査
の
結
果
、
修

繕
が
必
要
と
判
断
し
た
た
め
工
事

を
行
う
も
の
で
あ
る
。
今
年
度
は

秋
の
大
型
連
休
も
あ
る
た
め
、
早

め
に
修
繕
し
た
い
。

︻
市
道
整
備
事
業︵
辺
地
対
策
事
業
︶︼

問

桐
原
・
溝
ノ
口
線
の
予
算
組

替
え
の
理
由
は
。

答

当
初
予
定
し
て
い
た
今
年
度

の
着
手
区
間
に
保
安
林
な
ど
の
用

地
取
得
困
難
な
箇
所
が
あ
る
こ
と

や
、
土
質
の
状
況
か
ら
工
事
費
が

か
さ
む
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
た
め

で
あ
る
。
当
初
予
算
で
計
上
し
て

い
た
測
量
設
計
委
託
料
等
を
工
事

費
に
組
み
替
え
、
こ
れ
ま
で
に
改

良
を
進
め
て
き
た
区
間
の
中
で
、

改
良
が
済
ん
で
い
な
い
箇
所
の
工

事
を
行
う
。

︻
旧
桜
ヶ
丘
団
地
敷
地

雨
水
貯
留
施
設
︼

問

整
備
の
内
容
は
。

答

県
及
び
市
の
関
係
課
で
構
成

す
る
作
業
部
会
で
の
検
討
の
結
果
、

河
川
改
修
等
の
中
長
期
的
な
対
策

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
一
方
、

整
備
に
は
一
定
の
期
間
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、
短
期
的
に
実
施
で
き

る
取
組
と
し
て
仮
設
の
一
時
貯
留

施
設
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。

国
が
推
進
し
て
い
る
流
域
治
水
の

考
え
方
に
基
づ
き
、
河
川
や
排
水

路
の
改
修
だ
け
で
は
な
く
、
流
域

全
体
で
雨
水
を
「
た
め
る
」
対
策

を
行
い
、
水
害
の
被
害
軽
減
を
図

り
た
い
。

︻
飲
料
水
水
質
検
査
補
助
金
︼

問

増
額
の
理
由
は
。

答

令
和
８
年
４
月
か
ら
給
水
人

口
が
１
０
０
人
を
超
え
る
集
落
水

道
事
業
に
対
し
て
水
質
検
査
が
義

務
付
け
ら
れ
、
本
市
に
お
い
て
は

６
組
合
が
対
象
と
な
る
た
め
で
あ

る
。

4☆投
なげたにはちまんぐう

谷八幡宮（大隅町大谷）☆令和４年に社殿を焼失しましたが、約200ｍの参道を下りながら参拝する珍しい「下
くだ

り宮
みや

」の神社です。（  師）



第２回定例会で全会一致で承認・同意・可決とされた案件
区 分 議案番号 件  名

承
認
案

第 1 号 専決処分の承認を求めることについて
（曽於市税条例の一部改正）

第 3 号 専決処分の承認を求めることについて
（令和７年度曽於市一般会計補正予算（第 11号））

同
意
案

第1号～第18号 農業委員会委員の任命について

議
案

第 39 号 曽於市税条例の一部改正について

第 40 号 曽於市印鑑の登録及び証明に関する条例の
一部改正について

第 41 号 曽於市公民連携事業推進条例の
一部改正について

第 42 号 曽於市上下水道事業の設置等に関する条例の
一部改正について

第 43 号 曽於市監査委員条例の一部改正について

第 44 号 財産の取得について
（財部方面隊中央分団水槽付消防ポンプ車）

区 分 議案番号 件  名

議
案

第 45 号 財産の無償貸付けについて
（旧大隅学校給食センター）

第 46 号 令和８年度曽於市一般会計補正予算
（第１号）について

第 47 号 令和８年度曽於市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）について

第 48 号 令和８年度曽於市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）について

第 49 号 令和８年度曽於市介護保険特別会計補正予算
（第１号）について

第 50 号 令和８年度曽於市生活排水処理事業特別会計補正予算
（第１号）について

第 51 号 令和８年度曽於市水道事業会計補正予算
（第１号）について

第 52 号 令和８年度曽於市公共下水道事業会計補正予算
（第１号）について

発
議 第 1 号 曽於市議会会議規則の一部改正について

賛否が分かれた案件

議員名

議案等

廣
瀬

孝
幸

中
薗

和
樹

師

康
浩

迫　
　

将
嗣

遠
矢

政
嗣

伊
集
院
正
美

山
中

雅
人

出
水

優
樹

瀬
戸
口
恵
理

矢
上

弘
幸

松
ノ
下
い
ず
み

鈴
木

栄
一

伊
地
知
厚
仁

今
鶴

治
信

土
屋

健
一

渡
辺

利
治

徳
峰

一
成

結

果

承
認
案

第 2 号 専決処分の承認を求めることについて
（曽於市国民健康保険税条例の一部改正） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 承

認

重久議員は議長のため、議決に加わることはできないが､投票による表決の場合で可否同数になったときは、議長が可否を決定することになる。（裁決権）
賛成「○」。賛成者のみを諮る表決方法であるため、賛成者以外（反対者・態度保留者・棄権者等）は「●」としている。

報告のあった案件
区 分 番号 件  名

報
告

第 1 号 令和７年度曽於市一般会計予算継続費繰越計算書の報告について

第 2 号 令和７年度曽於市一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報告について

第 3 号 令和７年度曽於市水道事業会計予算繰越計算書の報告について

曽於市議会では定例会・臨時会の様子を、インターネットによる
ライブ中継や録画配信でご覧になれます。
スマートフォンやタブレット端末から視聴できます。

アクセスはこちら▶

5 ☆陣が丘公園（財部町南校区（帯野地区））☆夜は星が綺麗ですし、都城の夜景も見られますよ！（庵瀬）



一般質問

ちょっと
ひとりごと

高
す
ぎ
る
介
護
保
険
料
の

引
き
下
げ
を

問

年
金
収
入
の
１
割
以

上
の
介
護
保
険
料
を
納
め

る
市
民
は
何
人
か
。

市
長

１
４
２
６
人
で
あ

る
。

問

各
種
の
税
金
の
な
か

で
、
介
護
保
険
料
は
最
も

高
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長

ご
発
言
の
と
お
り
、

高
い
と
認
識
し
て
い
る
。

問

市
は
現
在
、
介
護

保
険
料
の
取
り
過
ぎ
分

４
億
３
千
万
円
を
基
金
と

し
て
い
る
。
こ
の
中
の

２
億
１
千
万
円
は
、
来
年

度
か
ら
保
険
料
の
引
き
下

げ
に
ま
わ
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
長

来
年
度
か
ら
の
10

期
計
画
で
は
、
基
金
を
活

用
し
て
引
き
下
げ
を
視
野

に
入
れ
た
い
。

市
民
目
線
で
の
税
徴
収
の

取
り
組
み
と
改
善
を

問
「
固
定
資
産
税
」
に

つ
い
て
、
納
税
通
知
書
や

課
税
明
細
書
の
文
字
や
数

字
が
小
さ
く
な
っ
て
お
り
、

見
づ
ら
く
分
か
り
づ
ら
い
。

来
年
か
ら
、
昨
年
ま
で

あ
っ
た
「
見
開
き
」
の
通

知
書
に
戻
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
長

今
年
か
ら
国
の
様

式
に
変
わ
っ
た
た
め
分
か

り
づ
ら
く
な
っ
た
。
次
年

度
以
降
、
改
善
し
た
い
。

問
「
後
期
高
齢
者
保
険
」

加
入
手
続
き
に
つ
い
て
、

75
歳
に
な
る
と
市
民
は
加

入
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
市
の
通
知
書
は

市
民
目
線
と
な
っ
て
い
な

い
。
早
速
改
善
を
さ
れ
た

い
。

市
長

分
か
り
や
す
い
案

内
文
書
と
な
る
よ
う
、
改

善
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

物
価
高
支
援
策
を

問

４
月
下
旬
、
市
三
役

に
物
価
高
の
調
査
と
支
援

策
を
申
し
入
れ
た
。
調
査

結
果
と
支
援
策
を
聞
き
た

い
。

市
長

調
査
結
果
は
以
下

の
内
容
で
あ
る
。（
※
別

表
）
今
後
の
支
援
策
は
、

臨
時
会
を
含
め
議
会
に
提

案
し
た
い
。

高すぎる介護保険料の
引き下げを

一般質問の録画

Link

今、必要なことは、
私たち市民が実感できる、

物価支援策ではないでしょうか。

Question

市長／来年度は引き下げを視野に入れたい

Answer
徳
と く

峰
みね

一
かず

成
なり

（日本共産党）

この一年間、市内の物価高・品不足（市長、課長答弁）
物価高の現状

物品 値上げ率

ノコクズ 67%増

医療関連物品 28%増

農業資材 36%増

ビニール、食品トレー等 30%増

介護関連物品 10～ 20％増

Ａ重油 24%増

品不足（現在と今後）

建築資材 入手が困難なものも

プラスチック、ビニール類 納期遅れる。供給制限

農業資材 今後は見通せず

医療・介護関連物品 今後は見通せず

6☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。



一般質問

問

農
家
戸
数
が
減
少
傾

向
で
あ
る
と
き
こ
そ
基
盤

整
備
が
必
要
で
は
。

市
長

大
隅
町
笠
木
地
区

は
今
で
も
視
察
が
あ
り
、

末
吉
町
高
松
地
区
も
要
望

が
あ
り
取
り
組
み
た
い
。使いやすく省力化が図られている

大隅町笠木地区水田地帯

ちょっと
ひとりごと

市長／�おがくず助成には何らかの形で
取り組みたい

畜
産
業
の
現
状
と今

後
の
課
題

問

畜
産
の
現
状
は
。

市
長

次
の
と
お
り
で
あ

る
。

曽於市和牛の動向 ※令和 11年は予測値
繁殖牛 肥育牛

農家数（戸） 頭数（頭） 農家数（戸） 頭数（頭）
令和５年 650 12,021 39 12,972
令和８年 479 10,391 34 13,326
令和 11年 378 10,400 29 13,350
平均年齢 66歳 59歳
後継者数 113戸 ９戸

※平均年齢、後継者数には法人経営は含んでいない

問

今
後
の
課
題
は
。

市
長

飼
料
、
資
材
等
は

価
格
高
騰
な
ど
困
難
な
課

題
が
多
く
、
市
と
し
て
は

関
係
機
関
と
連
携
し
、
経

営
安
定
対
策
、
生
産
基
盤

の
整
備
環
境
づ
く
り
に
努

め
る
。

問

母
牛
増
頭
の
施
策
は
。

市
長

繁
殖
セ
ン
タ
ー
も

必
要
で
あ
る
。
行
政
と
農

協
と
施
策
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

問

肉
の
消
費
離
れ
対
策

は
。

市
長

県
、
経
済
連
、
農

協
等
と
連
携
し
て
ア
ピ
ー

ル
活
動
を
す
べ
き
で
あ
る
。

肉
の
日
も
も
っ
と
知
ら
せ

た
い
。

問

お
が
く
ず
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
は
。

市
長

畜
産
農
家
に
欠
か

せ
な
い
敷
料
で
あ
り
、
供

給
量
の
減
少
、
価
格
高
騰

の
た
め
、
利
用
状
況
等
を

把
握
す
る
も
の
で
あ
る
。

５
９
６
件
に
発
送
し
46
％

の
回
答
率
で
、
最
大
１
㎥

当
た
り
３
５
０
０
円
の
値

上
が
り
で
あ
る
。

問

お
が
く
ず
購
入
費
に

何
ら
か
の
助
成
を
。

市
長

調
査
の
目
的
は
少

し
で
も
助
成
が
で
き
る
か

で
あ
っ
た
の
で
、
何
ら
か

の
形
で
取
り
組
み
た
い
。

機
械
導
入
支
援
事
業

問

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事

業
採
択
決
定
の
遅
れ
の
理

由
は
。

市
長

申
請
数
が
多
く
、

計
画
性
の
精
査
等
に
時
間

を
費
や
し
て
い
る
。

土
地
構
造
改
善
事
業

問

機
械
化
に
向
け
た
農

地
の
面
積
の
状
況
は
。

市
長

現
在
整
備
を
進
め

て
い
る
地
区
で
は
、
30
～

50
ａ
を
基
本
に
計
画
し
て

い
る
。

畜産業を守ることが曽於市の
発展につながるのでは

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer

「私も農業をしたーい！」
農地を借りやすくするのが

区画整理

渡
わた

辺
なべ

利
と し

治
はる

7 ☆一般質問とは議員が市政全般にわたり市の考えを問うものです。



一般質問

問

曽
於
市
地
域
産
材
利

用
促
進
事
業
補
助
金
の
利

用
状
況
は
。

耕
地
林
務
課
長

令
和
５
年

度
15
棟
、
令
和
６
年
度
12

棟
、
令
和
７
年
度
４
棟
で

あ
っ
た
。

問

木
材
利
用
促
進
を
活

用
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

等
の
検
討
は
。

市
長

リ
フ
ォ
ー
ム
型
の

建
築
も
増
加
し
て
き
て
い

る
状
況
も
あ
り
、
空
き
家

バ
ン
ク
等
を
活
用
し
た
助

成
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

今
後
検
討
す
る
。

ちょっと
ひとりごと

教
育
行
政

問

令
和
８
年
度
の
学
校

運
営
協
議
会
の
状
況
は
。

教
育
長

市
内
全
て
の

小
・
中
学
校
に
設
置
を
完

了
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

先
般
、
合
同
研
修
会
を
開

催
し
た
。
今
後
は
、
地
域

と
学
校
一
体
と
な
っ
て

「
熟
議
」
の
場
を
活
性
化

さ
せ
、
学
校
を
核
と
し
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
。

問

地
域
学
校
協
働
活
動

推
進
員
の
活
性
化
は
。

教
育
長

学
校
と
地
域
が

持
続
可
能
か
つ
緊
密
に
協

働
活
動
を
展
開
で
き
る
よ

う
、
研
修
の
充
実
と
と
も

に
、
更
な
る
体
制
の
構
築

に
向
け
、
し
っ
か
り
と
支

援
し
て
い
く
。

問

今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

の
在
り
方
は
。

教
育
長

タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
更
新
で
、
ど
こ
で
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
後
は
、
リ
ス
ク
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
力
を
育
み
な

が
ら
、
た
く
ま
し
く
生
き

抜
く
力
を
身
に
つ
け
ら
れ

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進
し

て
い
く
。

森
林
行
政

問

森
林
環
境
譲
与
税
の

使
途
、
重
点
配
分
は
。

市
長

令
和
７
年
度
の
譲

与
税
は
、
９
８
０
３
万
１

千
円
で
あ
り
、
主
な
使
途

は
私
有
林
の
整
備
に
か
か

る
支
援
及
び
担
い
手
支
援

対
策
、
木
材
利
用
促
進
の

た
め
の
補
助
等
で
あ
る
。

今
後
の
重
点
配
分
と
し
て

は
、
再
造
林
と
担
い
手
支

援
と
な
る
。

問

本
市
に
お
け
る
過
去

５
年
間
の
伐
採
面
積
、
再

造
林
面
積
は
。

市
長

次
の
と
お
り
で
あ

る
。伐採面積（ha）造林面積（ha）

令和３年度 541 253

令和４年度 498 272

令和５年度 489 282

令和６年度 489 266

令和７年度 417 240

問

再
造
林
し
な
い
理
由

や
所
有
者
の
意
向
は
。

耕
地
林
務
課
長

自
分
で
管

理
で
き
な
い
と
い
う
理
由

が
一
番
多
い
。
今
後
、
再

造
林
率
向
上
に
向
け
て
関

係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら

取
り
組
む
。

学校運営協議会への対応は

一般質問の録画

Link

教育長／�各学校の状況に応じた「熟議」の場を活性化させ、
学校を核とした地域コミュニティづくりを推進していく

地域の宝である子供
や孫たちが

ひとりも取り残され
ないまちづくりを

国名 人数

第１位 インドネシア 284人

第２位 ベトナム 234人

第３位 フィリピン 125人

第４位 ミャンマー 71人

第５位 カンボジア 32人

問

本
市
で
の
外
国
人
の

雇
用
状
況
を
把
握
し
て
い

る
か
。

農
政
課
長

大
隅
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
管
内
の
状
況
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

在留資格別外国人労働者数

特定技能者 711人

技能実習者 914人

その他 256人

合計 1,881 人

大隅公共職業安定所
（曽於市、志布志市、大崎町を含む）

問

令
和
９
年
４
月
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
技
能
実
習
制
度

が
育
成
就
労
制
度
に
変
わ
る
。

技
能
実
習
制
度
は
、
発
展
途

上
国
へ
の
「
技
術
継
承
に
よ

伊
い

集
じゅう

院
いん

正
まさ

美
み

Question

Answer

8☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。



一般質問

教育長／�令和 8 年度末に70％、令和９年６月
に100％完了する計画である

末
吉
小
学
校
改
築
工
事

問

工
事
の
進
捗
状
況
は
。

教
育
長

令
和
８
年
４
月

末
現
在
、
校
舎
建
設
工
事

の
進
捗
率
は
17
・
48
％
で
、

概
ね
計
画
通
り
進
行
し
て

い
る
。

問

イ
ラ
ン
紛
争
の
影
響

に
よ
る
建
設
資
材
の
確
保

の
状
況
は
。

教
育
長

本
年
５
月
に
断

熱
材
の
受
注
が
停
止
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
基
礎
部

分
の
一
部
工
法
を
変
更
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
生

じ
た
。

問

今
後
、
石
油
由
来
に

関
す
る
断
熱
材
・
塗
料
・

シ
ン
ナ
ー
・
塩
ビ
管
・
シ

リ
コ
ー
ン
等
の
建
設
資
材

不
足
の
影
響
に
よ
る
校
舎

建
設
の
遅
れ
の
心
配
は
。

教
育
総
務
課
長

工
期
内
の

確
実
な
工
事
完
了
に
向
け
、

工
事
監
理
者
や
施
工
業
者

と
緊
密
に
協
議
を
重
ね
、

具
体
的
な
対
策
の
策
定
に

努
め
て
い
る
。

問

イ
ラ
ン
紛
争
の
終
結

が
確
定
し
て
い
な
い
現
在
、

工
期
内
の
校
舎
建
設
工
事

は
非
常
に
難
し
い
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
建
設
資
材

価
格
高
騰
等
に
よ
る
予
算

不
足
の
対
応
は
。

教
育
総
務
課
長

業
者
か
ら

資
材
価
格
の
著
し
い
変
動

を
理
由
と
し
た
申
請
が
あ

り
、
適
正
と
認
め
ら
れ
当

初
の
工
事
契
約
金
額
を
変

更
す
る
際
は
、
条
例
に
基

づ
き
遅
滞
な
く
議
会
へ
提

案
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

育
成
就
労
制
度

問

本
市
に
在
住
し
て
い

る
外
国
人
の
人
数
は
。

市
長

令
和
８
年
５
月
末

現
在
、
18
か
国
か
ら
８
２

８
人
の
方
が
在
住
し
て
お

り
、
上
位
５
か
国
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

国名 人数

第１位 インドネシア 284人

第２位 ベトナム 234人

第３位 フィリピン 125人

第４位 ミャンマー 71人

第５位 カンボジア 32人

問

本
市
で
の
外
国
人
の

雇
用
状
況
を
把
握
し
て
い

る
か
。

農
政
課
長

大
隅
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
管
内
の
状
況
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

在留資格別外国人労働者数

特定技能者 711人

技能実習者 914人

その他 256人

合計 1,881 人

大隅公共職業安定所
（曽於市、志布志市、大崎町を含む）

問

令
和
９
年
４
月
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
技
能
実
習
制
度

が
育
成
就
労
制
度
に
変
わ
る
。

技
能
実
習
制
度
は
、
発
展
途

上
国
へ
の
「
技
術
継
承
に
よ

末吉小学校の開校は、当初
予定の令和９年８月に可能か

一般質問の録画

Link

ちょっと
ひとりごと

人手不足解消のため
本市も実態調査を！

今
いま

鶴
づる

治
はる

信
のぶ

る
国
際
貢
献
」
が
目
的
で

あ
っ
た
が
、
育
成
就
労
制
度

は
、「
人
材
確
保・人
材
育
成
」

を
目
的
と
し
て
い
る
。
大
崎

町
商
工
会
は
、「
登
録
支
援

機
関
」
と
し
て
外
国
人
採
用

窓
口
で
「
監
理
支
援
機
関
・

登
録
支
援
機
関
・
外
国
人
紹

介
会
社
」
と
受
け
入
れ
希
望

企
業
等
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

支
援
し
て
い
る
。
監
理
支
援

機
関
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
月

当
た
り
の
手
数
料
が
１
万
円

代
か
ら
４
万
円
代
と
金
額
に

差
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
外
国

人
採
用
を
希
望
さ
れ
る
企
業

等
の
参
考
の
た
め
、
早
急
に

実
態
調
査
を
す
べ
き
で
は
。

市
長

今
後
、
実
態
調
査

を
進
め
て
い
く
。

Question

Answer

9 ☆一般質問とは議員が市政全般にわたり市の考えを問うものです。



一般質問

道
の
駅

問

赤
字
が
続
く
道
の
駅

た
か
ら
べ
の
経
営
状
況
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

市
長

経
営
を
し
て
い
る

株
式
会
社
メ
セ
ナ
末
吉
の

累
積
赤
字
は
５
２
０
０
万

円
ほ
ど
あ
る
。
一
方
、
レ

ス
ト
ラ
ン
の
売
り
上
げ
が

好
調
で
赤
字
幅
は
縮
小
し

て
い
る
。

問

道
の
駅
た
か
ら
べ
の

陶
芸
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
状

況
は
。

商
工
観
光
課
長

毎
週
１
回
、

月
４
回
の
利
用
が
あ
り
、

一
回
当
た
り
約
30
人
の
利

用
で
あ
る
。

有効活用できそうなスペース

H2
8

H2
9

H3
0 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

年度ごと売上額の推移 　(単位 : 億円 )

売場増設後も増設前 (H27) の売上を超えられず

問

道
の
駅
を
直
売
所
や

レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
用
目
的

だ
け
で
は
な
く
、
六
次
産

業
化
や
情
報
発
信
、
雇
用

創
出
の
拠
点
と
し
て
も
検

討
で
き
な
い
か
。

市
長

道
の
駅
す
え
よ
し

は
防
災
の
拠
点
に
も
な
っ

て
い
る
。
店
舗
の
中
身
を

ど
う
変
え
て
い
く
か
、
株

式
会
社
メ
セ
ナ
末
吉
と
協

議
し
た
い
。

夜
間
交
通

問

大
隅
タ
ク
シ
ー
の
廃

業
後
、
夜
間
交
通
が
不
安

視
さ
れ
て
い
る
。
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
検
討
は
。

市
長

日
本
版
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
は
、
タ
ク
シ
ー
事

業
者
の
参
入
が
前
提
。
タ

ク
シ
ー
事
業
者
が
あ
る
と

導
入
は
難
し
い
が
、
地
元

の
事
業
者
を
核
と
し
て
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

道の駅の既存スペースの
有効活用として民間の導入を

検討したらどうか

一般質問の録画

Link

市長／�イートインスペースやテイクアウトなど
売り場の置き方、見せ方等を検討したい

ちょっと
ひとりごと

抜本的改革で
売上アップ↑

赤字脱却

矢
や

上
がみ

弘
ひろ

幸
ゆき

問

道
の
駅
す
え
よ
し
の

売
り
場
増
設
の
経
緯
は
。

市
長

レ
ス
ト
ラ
ン
は
待

ち
時
間
も
長
く
、
売
り
場

を
増
設
し
て
昼
間
の
混
雑

を
な
く
す
目
的
で
行
っ
た
。

た
だ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
は
レ

ジ
通
過
数
を
求
め
、
安
く

提
供
し
よ
う
と
の
こ
と
で

赤
字
が
続
い
て
い
た
。

H28年に増設した売り場

問

道
の
駅
す
え
よ
し
の

売
り
場
増
設
後
の
売
上
推

移
は
。

市
長

次
の
と
お
り
で
あ

る
。

Question

Answer

10☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。



一般質問

急
時
の
命
を
つ
な
ぐ
た
め

の
取
組
は
。

市
長

今
年
度
よ
り
実
践

的
な
知
識
や
技
能
の
習
得
、

対
応
能
力
向
上
の
た
め
に

救
急
に
関
わ
る
救
急
隊

員
・
医
療
従
事
者
・
市
民

を
対
象
に
講
座
を
開
催
し
、

ま
た
、
救
急
救
命
士
等
の

資
格
取
得
の
支
援
を
実
施

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

ちょっと
ひとりごと

市長／�高齢者に限定しておらず、誰でも利用できる

思
い
や
り
バ
ス
・
思
い
や
り

タ
ク
シ
ー
の
利
用
促
進

問

路
線
図
や
時
刻
表
及

び
乗
り
方
の
周
知
方
法
は
。

市
長

各
支
所
で
の
窓
口

配
布
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
。
乗
り
方

は
、
行
政
情
報
出
前
講
座
で

説
明
を
行
っ
て
い
る
。

問

設
置
目
的
は
。

市
長

交
通
弱
者
の
日
常

生
活
に
お
け
る
移
動
手
段

を
確
保
し
、
公
共
交
通
の

利
便
性
向
上
と
地
域
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
運
行
し
て
い
る
。

問

子
ど
も
た
ち
の
利
用

に
つ
い
て
は
。

企
画
政
策
課
長

長
期
休
み

の
利
用
促
進
を
考
え
て
い

る
。

問

外
国
人
技
能
実
習
生

の
利
用
に
つ
い
て
は
。

市
長

土
地
勘
の
な
い
方

や
子
ど
も
た
ち
も
含
め
、

バ
ス
停
の
表
記
な
ど
安
心

し
て
乗
れ
る
工
夫
を
し
て

い
く
。

問

関
連
す
る
課
の
協
力

に
つ
い
て
は
。

市
長

公
共
交
通
対
策
協

議
会
に
お
い
て
、
関
係
各

課
の
職
員
を
交
え
て
協
議

し
、
よ
り
良
い
公
共
交
通

の
体
制
を
作
っ
て
い
く
。

健
康
増
進

問

本
市
の
健
康
増
進
施

設
は
。

市
長

温
泉
や
サ
ウ
ナ
を

備
え
た
メ
セ
ナ
住
吉
交
流

セ
ン
タ
ー
、
財
部
温
泉
健

康
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
ま

た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

は
、
そ
お
生
き
い
き
健
康

セ
ン
タ
ー
、
財
部
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
の
社
会
福

祉
協
議
会
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。

問

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
機
器
を
17
時
以
降
も
使

用
で
き
な
い
か
。

保
健
課
長

旧
財
部
町
時

代
に
、
岩
井
基
金
パ
ワ
ー

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機

器
と
し
て
贈
答
さ
れ
、
社

会
福
祉
協
議
会
で
運
用
し

て
い
る
た
め
、
市
で
は
対

応
が
難
し
い
。

問

Ｓス

Ｋク

Ｌラ

Ｖブ

（
南
九
州

畜
産
獣
医
学
拠
点
）
に
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
設
置

は
可
能
か
。

市
長

財
部
地
域
活
性
化

検
討
委
員
会
に
お
い
て
も
、

Ｓ
Ｋ
Ｌ
Ｖ
を
核
と
し
て
交
流

人
口
を
増
や
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
可
能
で
あ
る
。

問

支
え
あ
う
高
齢
者
の

元
気
づ
く
り
は
。

市
長

笑
顔
で
あ
る
こ
と

が
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
と

思
っ
て
い
る
。
各
地
区
で
さ

れ
て
い
る
サ
ロ
ン
の
活
動
等

を
充
実
さ
せ
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

周
産
期
医
療

問

周
産
期
に
お
け
る
緊

思いやりタクシー・バスの
利用対象者は

一般質問の録画

Link

まちづくりに
大切なのは

市民の想いです！

やく

師
し

康
やす

浩
ひろ

大隅曽於地区消防組合有志による
周産期救急「BLSO」研修

Question

Answer

11 ☆一般質問とは議員が市政全般にわたり市の考えを問うものです。



一般質問

地
域
全
体
の
雇
用・労
働
環
境

問

人
口
減
少
や
若
年
層

の
市
外
流
出
が
進
む
中
、

本
市
の
雇
用
や
労
働
環
境

の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
か
。

市
長

福
祉
・
医
療
、
農

業
、
建
設
業
や
商
工
業
な

ど
幅
広
い
分
野
で
人
材
不

足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。職種による差が顕著である（ハローワーク大隅公表）

問

市
内
事
業
所
等
の
労

働
環
境
や
人
材
定
着
の
実

態
把
握
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
か
。

市
長

商
工
会
や
関
係
団

体
、
事
業
者
等
と
の
意
見

交
換
や
、
企
業
立
地
懇
話

会
な
ど
を
通
じ
て
課
題
の

把
握
に
努
め
て
い
る
が
、

市
内
事
業
所
等
を
対
象
と

し
た
実
態
調
査
は
実
施
し

て
い
な
い
。

問

雇
用
・
労
働
に
つ
い

て
の
改
善
策
は
。

市
長

地
元
高
校
で
の
企

業
説
明
会
や
企
業
訪
問
な

ど
を
通
じ
て
、
地
元
就
職

や
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後

も
関
係
機
関
と
連
携
し
、

人
材
確
保
と
人
材
定
着
に

つ
な
が
る
取
組
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
く
。

問

市
役
所
も
一
つ
の
職

場
と
し
て
、
人
材
育
成
や

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

る
か
。

市
長

採
用
試
験
を
年
２

回
実
施
し
、
今
年
度
か
ら
テ

ス
ト
セ
ン
タ
ー
方
式
を
導
入

し
た
。
ま
た
、
資
格
取
得
支

援
制
度
や
職
員
提
案
制
度
の

見
直
し
を
行
い
、
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
業
務
効
率
化
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。
資
格
取
得

支
援
で
は
、
建
築
士
や
社
会

福
祉
士
な
ど
の
資
格
取
得
費

用
の
一
部
を
補
助
し
、
職
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
後
押
し

し
て
い
る
。
消
防
団
な
ど
の

地
域
活
動
も
人
事
評
価
の
対

象
と
し
て
い
る
。
職
員
一
人

ひ
と
り
の
意
欲
や
能
力
を
引

き
出
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

行政職員向けの情報誌

本市でも既に活用している
職員もいる

問

働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
に
向
け
た
考
え
は
。

市
長

朝
起
き
て
今
日
は

仕
事
に
行
き
た
く
な
い
な

と
思
う
よ
う
な
職
場
で

あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
働

き
が
い
の
あ
る
環
境
づ
く

り
を
、
市
役
所
は
も
ち
ろ

ん
、
市
内
の
い
ろ
い
ろ
な

事
業
所
に
も
広
め
て
い
き

た
い
。

「マルチプレイヤー」な職員は
生まれるか

一般質問の録画

Link

市長／�興味を持っていることややりたいことは挑んでほしい
副業も推奨しているので農業進出などもしてほしい

ちょっと
ひとりごと

 一人◯役！？
がんばりが報われて、
やりがい・生きがいの

ある曽於市に！

中
なか

薗
ぞの

和
かず

樹
き

本市における空き家バンク制度（市ホームページより）
問

地
域
振
興
住
宅
は
平

成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

事
業
で
あ
る
が
、
現
在
の

入
居
者
数
と
学
生
・
未
就

学
児
の
内
訳
は
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
に
退
去
さ
れ
た

件
数
は
。

市
長

令
和
８
年
３
月
末

時
点
で
５
５
９
人
入
居
し

て
い
る
。
そ
の
う
ち
高
校

生
35
人
、
中
学
生
56
人
、

小
学
生
１
２
１
人
、
未
就

学
児
71
人
で
、
退
去
件
数

は
61
件
で
あ
る
。

問

地
域
振
興
住
宅
の
退

去
時
に
一
部
高
額
な
修
繕

費
が
か
か
っ
て
お
り
住
民

Question

Answer

12☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。



一般質問

ちょっと
ひとりごと

市長／�住環境の整備について、住みやすい曽於市と
なるよう関係課と協議をすすめていく

移
住
・
定
住
支
援
及
び
促
進

問

少
子
高
齢
化
の
進
む

本
市
に
お
い
て
人
口
減
少

対
策
は
喫
緊
の
課
題
だ
が
、

現
在
本
市
が
行
っ
て
い
る

住
宅
取
得
祝
金
の
令
和
７

年
度
の
交
付
状
況
は
。

市
長

交
付
件
数
78
件
、

交
付
額
４
４
８
０
万
円
で

あ
る
。
取
得
住
宅
の
内
訳

は
、
新
築
47
件
、
建
売
５

件
、
中
古
物
件
26
件
と

な
っ
て
い
る
。

問

市
が
保
有
し
て
い
る

住
宅
用
分
譲
地
の
販
売
状

況
は
。

市
長

末
吉
町
上
町
土
地

区
画
整
理
事
業
分
譲
地
が

１
６
１
区
画
中
１
３
５
区

画
、
大
隅
南
地
区
分
譲
地

が
10
区
画
中
５
区
画
、
大

隅
北
地
区
分
譲
地
が
７
区

画
中
０
区
画
、
財
部
町
さ

く
ら
並
木
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

は
24
区
画
全
て
完
売
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

問

住
宅
取
得
祝
金
の
本

市
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
は
。

企
画
政
策
課
長

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
主
な
も
の
で
あ

る
。
関
東
・
関
西
・
福
岡

等
で
本
市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
中
で
住
宅

取
得
祝
金
に
つ
い
て
特
段

の
取
り
組
み
を
し
た
こ
と

は
な
い
が
、
チ
ラ
シ
等
を

配
布
し
た
こ
と
は
あ
る
。

問

空
き
家
バ
ン
ク
の
登

録
件
数
の
推
移
と
、
令
和

７
年
度
に
移
住
に
つ
な

が
っ
た
件
数
は
。

市
長

各
年
度
末
の
累
計

は
、
平
成
30
年
度
が
18
件
、

令
和
３
年
度
が
45
件
、
令
和

６
年
度
が
１
１
１
件
、
令

和
７
年
度
時
点
で
１
２
７

件
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

令
和
７
年
度
の
空
き
家
バ

ン
ク
の
市
外
在
住
者
の
取

引
件
数
は
４
件
で
あ
る
。

本市の移住・定住促進に
向けた政策は

一般質問の録画

Link

ここに住んで良かったと
思える住宅政策をすすめて

いただきたい。

遠
とお

矢
や

政
せい

嗣
じ

が
困
惑
す
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
よ
う
だ
が
、
市
と
し
て

の
今
後
の
対
策
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

入
居

の
際
の
重
要
事
項
説
明
で

退
去
時
の
取
扱
い
に
つ
い

て
特
に
説
明
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
入
居
後
13
年
経
過

の
住
宅
に
つ
い
て
は
譲
渡

が
可
能
で
あ
る
こ
と
も
説

明
し
て
い
る
。

問

今
後
は
入
居
費
や
退

去
時
の
取
扱
い
も
含
め
て
、

地
域
振
興
住
宅
の
運
営
に

つ
い
て
制
度
の
見
直
し
を

進
め
る
べ
き
で
は
。

市
長

担
当
課
と
こ
れ
ま

で
の
実
績
や
現
在
の
物
価

等
を
勘
案
し
て
、
段
階
的

な
検
討
を
進
め
て
い
く
。

本市における空き家バンク制度（市ホームページより）
問

地
域
振
興
住
宅
は
平

成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

事
業
で
あ
る
が
、
現
在
の

入
居
者
数
と
学
生
・
未
就

学
児
の
内
訳
は
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
に
退
去
さ
れ
た

件
数
は
。

市
長

令
和
８
年
３
月
末

時
点
で
５
５
９
人
入
居
し

て
い
る
。
そ
の
う
ち
高
校

生
35
人
、
中
学
生
56
人
、

小
学
生
１
２
１
人
、
未
就

学
児
71
人
で
、
退
去
件
数

は
61
件
で
あ
る
。

問

地
域
振
興
住
宅
の
退

去
時
に
一
部
高
額
な
修
繕

費
が
か
か
っ
て
お
り
住
民

Question

Answer

13 ☆一般質問とは議員が市政全般にわたり市の考えを問うものです。



一般質問

経
済
対
策

問

本
市
指
定
ご
み
袋
に

つ
い
て
、
足
り
な
く
な
っ

た
場
合
の
対
策
は
。

市
民
環
境
課
長

今
の
と
こ

ろ
は
足
り
て
い
る
が
、
な

く
な
れ
ば
他
の
袋
で
代
用

す
る
等
、
検
討
す
る
。

問

中
東
紛
争
の
各
産
業

へ
の
影
響
は
。

市
長

ど
の
産
業
に
お
い

て
も
、
材
料
不
足
、
価
格

高
騰
に
よ
り
営
業
へ
し
わ

寄
せ
が
き
て
い
る
。

問

各
産
業
へ
の
支
援
は
。

市
長

国
か
ら
２
１
０
０

万
円
ほ
ど
補
助
が
あ
る
予

定
だ
が
、
市
が
上
乗
せ
を

し
て
、
急
を
要
す
る
業
者

に
補
助
を
実
施
す
る
。

ジ
ビ
エ
加
工
施
設

問

ジ
ビ
エ
加
工
施
設
を

設
置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

市
長

豚
熱
終
息
と
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等
を
踏
ま

え
て
、
運
営
で
き
る
よ
う

で
あ
れ
ば
考
え
る
。

問

財
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
跡
地
に
は
設
置
で
き

な
い
か
。

市
長

血
液
や
臭
い
等
の

問
題
が
あ
る
。

問

ハ
ン
タ
ー
を
増
や
す

手
立
て
は
。

市
長

講
習
会
を
増
や
し
、

銃
猟
の
資
格
者
を
増
や
し

た
い
。

市内のハンター数
(単位 : 人 )

地区 実人数 銃猟 わな猟

末吉 45 25 36

大隅 99 25 93

財部 47 11 45

本
市
の
農
業
の
在
り
方

問

耕
作
放
棄
地
対
策
と

し
て
、
山
間
部
で
の
牛
の

放
牧
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長

法
人
で
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

取
り
組
み
た
い
方
が
い
れ

ば
考
え
る
。

問

循
環
型
農
業
で
曽
於

ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
、

学
校
給
食
や
道
の
駅
等
で

の
販
売
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

市
長

大
事
な
こ
と
で
あ

る
。
有
機
栽
培
等
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
販
売
で
き
れ

ば
あ
り
が
た
い
。

問

大
規
模
農
家
は
必
要

で
あ
る
が
、
小
規
模
農
家

「
百
姓
」
も
育
て
る
気
は

な
い
か
。

市
長

農
業
は
大
規
模
化
、

家
族
経
営
の
二
極
化
し
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
で
見
い

だ
し
て
ほ
し
い
。

問

農
業
公
社
で
小
麦
・

大
豆
等
の
雑
穀
栽
培
を
す

る
気
は
な
い
か
。

市
長

公
社
で
は
で
き
な

い
が
、
有
志
グ
ル
ー
プ
等

で
育
て
て
ほ
し
い
。

問

引
退
・
廃
業
予
定
者

の
後
継
者
探
し
（
マ
ッ
チ

ン
グ
）
を
民
間
と
連
携
し

て
み
て
は
。

市
長

畜
産
部
門
は
技
連

会
を
中
心
に
マ
ッ
チ
ン
グ

を
し
て
い
る
。
耕
種
部
門

は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

農
業
委
員
な
ど
か
ら
情
報

提
供
等
し
て
も
ら
い
、
勉

強
し
て
い
き
た
い
。

有機栽培した穀物・野菜など
をブランド化しては

一般質問の録画

Link

市長／�道の駅にそういったコーナーを
設けられれば非常にありがたい

ちょっと
ひとりごと

医食同源、
身体は食べ物で

作られる

おがくずは畜舎に敷く必要不可欠なもの

ご
み
処
理

問

本
市
は
高
齢
化
率
が

44
％
に
達
し
て
お
り
、
特

に
粗
大
ご
み
の
持
ち
込
み

は
免
許
を
返
納
し
た
高
齢

者
の
大
き
な
負
担
に
な
っ

て
い
る
。
志
布
志
市
や
大

崎
町
で
は
玄
関
ま
で
個
別

回
収
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ

る
が
、
本
市
で
の
検
討
は
。

市
長

現
在
そ
の
よ
う
な

取
組
に
ど
の
程
度
の
コ
ス

ト
が
掛
か
る
の
か
調
査
し

て
い
る
。
な
る
べ
く
取
り

組
め
る
よ
う
に
進
め
て
い

き
た
い
。

松
まつ

ノ
の

下
した

 いずみ

Question

Answer

14☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。



一般質問

女
性
職
員
の
活
躍
の
推
進
に

関
す
る
特
定
事
業
主
行
動
計
画

問

都
城
市
で
は
女
性
管

理
職
の
割
合
が
30
・
３
％
、

部
長
級
で
は
38
・
９
％
と
、

取
組
の
成
果
を
出
し
て
い

る
近
隣
自
治
体
も
増
え
て

い
る
。
本
市
も
計
画
を
立

て
て
お
り
令
和
８
年
３
月

が
期
限
で
あ
る
が
、
総
括

は
。

市
長

令
和
８
年
４
月
時

点
で
、
女
性
管
理
職
は
28

名
中
３
名
（
10
・
７
％
）

と
な
っ
て
い
る
。
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ちょっと
ひとりごと

畜産課長／�令和８年で10,391頭となっている

本
市
の
農
業
振
興
策

問

平
成
30
年
に
１
１
６

５
２
頭
で
あ
っ
た
が
減
少

傾
向
に
あ
る
。
直
近
の
子

牛
価
格
の
損
益
分
岐
価
格

は
。

畜
産
課
長

全
国
平
均
で

あ
る
が
、
78
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

問

子
牛
価
格
が
高
い
う

ち
に
新
規
就
農
者
を
増
や

す
必
要
も
あ
る
が
、
対
策

は
。

畜
産
課
長

畜
産
基
盤
再

編
総
合
整
備
事
業
な
ど
を

通
じ
て
、
新
規
参
入
を
促

し
て
い
き
た
い
。

問

ス
マ
ー
ト
農
業
機
械

導
入
推
進
事
業
の
現
状
は
。

市
長

自
動
操
舵
装
置
10

件
、
農
薬
散
布
装
置
３
件

の
要
望
が
あ
り
、
予
算
が

不
足
し
た
場
合
は
補
正
で

対
応
し
た
い
。

おがくずは畜舎に敷く必要不可欠なもの

ご
み
処
理

問

本
市
は
高
齢
化
率
が

44
％
に
達
し
て
お
り
、
特

に
粗
大
ご
み
の
持
ち
込
み

は
免
許
を
返
納
し
た
高
齢

者
の
大
き
な
負
担
に
な
っ

て
い
る
。
志
布
志
市
や
大

崎
町
で
は
玄
関
ま
で
個
別

回
収
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ

る
が
、
本
市
で
の
検
討
は
。

市
長

現
在
そ
の
よ
う
な

取
組
に
ど
の
程
度
の
コ
ス

ト
が
掛
か
る
の
か
調
査
し

て
い
る
。
な
る
べ
く
取
り

組
め
る
よ
う
に
進
め
て
い

き
た
い
。

問

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
混
雑
が
頻
繁
に
起
き
て

い
る
が
、
対
応
は
。

市
民
環
境
課
長

現
在
、
月

曜
日
や
土
曜
日
に
渋
滞
が

発
生
し
て
お
り
、
職
員
に

よ
る
免
許
証
確
認
も
し
て

い
る
が
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
に
も
受
け
入
れ
限
界
が

あ
る
。
今
後
は
渋
滞
緩
和

の
た
め
に
整
理
券
の
発
行

や
手
数
料
の
値
上
げ
な
ど

も
検
討
し
て
い
る
。

土曜日などは渋滞

繁殖雌牛の頭数は

一般質問の録画

Link

曽於市の誇る畜産で
稼げる農業へ

山
やま

中
なか

雅
まさ

人
と

Question

Answer

15 ☆一般質問とは議員が市政全般にわたり市の考えを問うものです。



一般質問

ちょっと
ひとりごと

学
び
の
共
同
体
の
理
念
に

基
づ
い
た
教
育
行
政

問

進
捗
は
。

教
育
長

研
究
指
定
や
授

業
公
開
等
の
積
み
重
ね
に

よ
り
、
大
規
模
校
を
含
め

て
市
内
全
域
へ
確
実
に
広

が
り
を
見
せ
て
い
る
。
全

て
の
子
ど
も
の
学
び
の
権

利
を
保
障
す
る
「
子
ど
も

主
体
の
授
業
」
の
実
現
を

目
指
し
、
各
学
校
へ
の
伴

走
支
援
を
よ
り
一
層
強
化

し
た
い
。

問

令
和
７
年
度
、
柳
迫

小
学
校
で
授
業
公
開
・
授

業
協
議
会
が
あ
り
、「
学

び
の
共
同
体
」
の
提
唱
者

で
あ
る
佐
藤
学
氏
の
講
演

も
あ
り
大
盛
況
だ
っ
た
よ

う
だ
が
。

教
育
長

市
内
外
か
ら
多

数
参
加
が
あ
り
、
新
聞
等

で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
県
が
進
め
る
「
学

習
者
主
体
の
授
業
」
と
本

市
の
取
組
が
合
致
し
て
お

り
、
多
く
の
教
員
が
日
々

の
授
業
実
践
に
悩
み
を
抱

え
る
中
、
同
校
の
先
進
的

な
取
組
に
高
い
関
心
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
今
年
度

も
２
月
初
旬
に
岩
川
小
学

校
で
実
施
予
定
で
あ
る
。男女混合４人１グループの協働的学びは

世界では標準的なスタイル

柳迫小学校の授業公開より
問

先
進
地
の
事
例
で
は
、

い
じ
め
や
不
登
校
の
改
善

が
あ
る
よ
う
だ
が
。

学
校
教
育
課
長

男
女
混
合

の
グ
ル
ー
プ
学
習
で
相
手

へ
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と

や
、
授
業
が
楽
し
い
と
思

え
る
こ
と
で
改
善
が
見
ら

れ
る
よ
う
で
あ
る
。
本
市

で
も
そ
の
傾
向
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

問

今
後
の
課
題
は
。

教
育
長

最
大
の
課
題
は
、

教
員
の
「
指
導
観
の
転

換
」
で
あ
る
。
長
年
に
わ

た
り
培
わ
れ
て
き
た
「
教

師
主
導
の
一
斉
伝
達
型
授

業
」
の
ス
タ
イ
ル
が
根
強

く
残
っ
て
お
り
、
意
識
改

革
や
指
導
法
の
刷
新
に
戸

惑
い
を
持
つ
教
員
も
い
る
。

全
て
の
教
員
、
全
校
へ
浸

透
さ
せ
る
の
に
一
定
の
時

間
を
要
し
て
い
る
の
が
課

題
で
あ
る
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

問

防
災
で
必
要
な
の
は

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

で
あ
り
、
特
に
い
ざ
と
い

う
時
に
頼
り
に
な
る
の
は

「
共
助
」
だ
と
言
わ
れ
る
。

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て

る
取
組
は
。

市
長

地
域
防
災
力
を
高

め
る
た
め
に
、
自
主
防
災

組
織
の
育
成
・
強
化
が
不

可
欠
で
あ
る
。
更
な
る
充

実
と
活
動
強
化
を
図
る
必

要
性
が
あ
る
。

問

市
民
全
体
が
当
事
者

感
の
あ
る
防
災
意
識
を
持

つ
取
組
は
。

総
務
課
長

周
知
や
啓
発

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

「学びの共同体」の理念に
基づく授業（学校）改善は

一般質問の録画

Link

教育長／�子どもたちがお互いに聴き合い探求し合う
「子ども主体の授業」への転換を目指している

一人残らず児童生徒の
笑顔と質の高い学びを
保障する学校づくりへ

瀬
せ

戸
と

口
ぐち

恵
え

理
り

Question

Answer

16☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。



令和８年５月 20 日（水）　茨城県猿
さ

島
しま

郡
ぐん

五
ご

霞
か

町
まち

「調整池を有効活用した都市公園の整備」
今回の視察では、茨城県五霞町の「ストリートスポーツパークゴカ」と「ラジコンパークゴカ」を訪れました。こ

れらの施設は、インターチェンジ整備に伴って設置された調整池を有効活用しようという職員提案から生まれたもの
で、防災施設としてしか利用されていなかった場所を、スポーツや交流の拠点として再活用した先進的な事例でした。
ストリートスポーツパークでは、スケートボードや３×３バスケットボールなど若者に人気のアーバンスポーツを楽しむこ

とができ、利用者数も順調に伸びています。また、ラジコンパークは子どもから高齢者まで幅広い世代が利用しており、
地域のにぎわい創出や隣接する道の駅の利用促進にもつながっていました。整備にあたっては、官民連携や地方
創生臨時交付金を活用し、町の財政負担をほとんどかけずに実現している点も大変参考になりました。本市におい
ても、既存施設の新たな活用方法や企業との連携、職員提案による取組について積極的に検討していく必要があ
ると感じました。

「道の駅ごか」での意見交換 ストリートスポーツパークゴカ ラジコンパークゴカ

令和８年５月 21 日 ( 木 )　千葉県千葉市
「近郊農業が盛んな地域における公設卸売市場の運営」
千葉市地方卸売市場では、全国から集まる青果物や水産物の流通の仕組みについて説明を受けました。その

中で、産地表示は都道府県名が基本であり、「曽於市産」といった具体的な産地名はブランド化されていなけれ
ば認知されにくい現状を知りました。さらに、輸送コストの上昇や担い手不足、気候変動などにより、今後は安定し
た集荷がますます難しくなることへの懸念も示されました。
今回の視察を通じて、曽於市産農産物の知名度向上とブランド化を進めるとともに、関係機関と連携しながら安

定した出荷体制を構築していくことの重要性を改めて認識しました。地域資源を有効に活用し、地域の魅力向上
や産業振興につなげていく取組を今後も進めていくことが必要であると考えます。

千葉市地方卸売市場での意見交換 市場の視察 全国各地から集まる青果物

その他、以下の調査も実施しました。

◆調査事項・調査期間・調査地
◆�曽於市春季畜産品評会・令和８年４月13日（月）～15日（水）３日間・曽於市財部畜産指導センター、
曽於中央家畜市場、曽於市末吉畜産指導センター
◆曽於地区春季畜産共進会・令和８年５月12日（火）１日間・曽於中央家畜市場

産業建設常任委員会

委員会調査リポート
各委員会が所管する市の事務について行った所管事務調査について報告します。

17 ☆住吉神社（末吉町二之方）☆流
や ぶ さ め

鏑馬で有名で、戦国大名の島津義久公も戦勝祈願に訪れたそうですよ。（中薗）



令和８年５月 20 日 ( 水 )　埼玉県 飯
はん

能
のう

市
し

「不登校対策・学びの共同体」
小中連携による「学びの共同体」の理念のもと、６週間ごと

にくじ引きで席替えをする男女混合４人グループを常とする協働
学習や、全教員による相互の授業研究を展開し、明るい雰囲
気の中で「誰も孤立させない学校づくり」を行っています。また、
校内教育支援センターの設置などで不登校対策でも成果を上げ
ています。本市でも「学びの共同体」の理念に基づいた教育
改善を行っていますが、学校ごとの取組のばらつきが課題とされ
ており、これらを解消する上で参考にしたい点が多くありました。

令和８年５月 21 日 ( 木 )　群馬県 甘
かん

楽
ら

郡
ぐん

下
しも

仁
に

田
た

町
まち

「学びの共同体・地域学校協働活動」
小中一貫校における発達段階に応じたグループ学習や、全

国に先駆けた ICT 活用の先進事例を視察しました。また、12
名の多様な地域住民が参画するコミュニティ・スクール（学校運
営協議会）を中心に、学校と地域が一体となった活動を展開し
ています。本市で指摘されている同制度の形骸化を防ぐための
有益な指標となりました。

令和８年５月 22 日 ( 金 )　東京都 豊
と

島
しま

区
く

「としまキッズパーク」
遊び場の確保と障がい者団体からの要望を契機に整備され

た、誰もが一緒に遊べる「インクルーシブ公園」を視察しました。
車椅子のまま利用できる砂場や段差のない通路など、至る所に
配慮が施されています。鹿児島県内でも整備が進む中、本市
が今後遊具整備を行う際にも、この視点を導入すべきだと感じま
した。

文教厚生常任委員会

議員研修報告

平野校長が 12年前に始めた授業改革。
学校経営方針は「一人残らず生徒の笑顔と質の高

い学びを保障する学校づくり」

しもにた学園では生徒が主役の活動によって
「子どもたちが自分事として学習に取り組む姿」が

随所で見られる

区内は園庭のない保育園が 80％のため、
園庭としての役割も担う

■令和８年４月28日（火）
■テーマ：「議員としての心構えと議会の仕組み」、「議員・議会の権限」
　講師：株式会社　廣瀬行政研究所　代表取締役　　廣

ひろ

瀬
せ

和
かず

彦
ひこ

�氏
　場所：曽於市役所本庁

本市議会と志布志市議会の1期目議員を対象に、議員の役割と責務、議会の権限等について研修を実施し、
議員及び議会活動の基本について学びました。

志布志市議会議員との合同研修会（1 期目議員）

18☆大川原峡キャンプ場（財部町下財部）☆川のせせらぎを聴きながらのバーベキューがオススメです。（山中）



令和７年 12月～令和８年３月
単位：円

議員
番号 議員名

収入 支出
返還額交付額 自己負担額 収入合計 研修費 広報費 支出計 うち政務活

動費支出分	
1 廣　瀬　孝　幸 40,000 40,000 31,415 31,415 31,415 8,585
2 中　薗　和　樹 40,000 220 40,220 40,220 40,220 40,000 0
3 　師　康　浩 40,000 8,960 48,960 48,960 48,960 40,000 0
4 迫　　　将　嗣 40,000 40,000 32,360 32,360 32,360 7,640
5 遠　矢　政　嗣 40,000 40,000 4,444 4,444 4,444 35,556
6 伊集院　正　美 交付申請なし
7 山　中　雅　人 40,000 40,000 33,638 33,638 33,638 6,362
8 出　水　優　樹 40,000	 5,801 45,801 45,801 45,801 40,000 0
9 瀬戸口　恵　理 40,000 109 40,109 40,109 40,109 40,000 0
10 矢　上　弘　幸 40,000 12,499 52,499 52,499 52,499 40,000 0
11 松ノ下　いずみ 40,000 40,000 10,533 10,533 10,533 29,467
12 鈴　木　栄　一 40,000 40,000 0 0 40,000
13 伊地知　厚　仁 40,000 40,000 0 0 40,000
14 今　鶴　治　信 40,000	 40,000 0 0 40,000
15 土　屋　健　一 40,000 40,000 0 0 40,000
16 渡　辺　利　治 40,000 40,000 0 0 40,000
17 徳　峰　一　成 40,000	 4,438 44,438 44,438 44,438 40,000 0
18 重　久　昌　樹 40,000 40,000 0 0 40,000

合　　計 680,000 32,027 712,027 251,255 133,162 384,417 352,390 327,610
※政務活動費は、曽於市議会議員の調査研究その他の活動に資するため、必要な経費の一部として交付するものです。
※１人当たり月額 10,000 円の交付を受け、年度末に収支報告書を提出し残額は精算します。
※支出のなかった項目は省略しております。

全国市議会議長会表彰を受賞

全国市議会議長会から３名が表彰され、表彰状の伝達が行われました。

土
つち

屋
や

健
けん

一
いち

 議員（20年以上表彰）
市議：20 年５か月

今
いま

鶴
づる

治
はる

信
のぶ

 議員（15年以上表彰）
市議：15 年９か月

全国市議会議長会議員表彰は、10 年以上市議会議員の職にある者又はあった者が対象。
町議会議員の勤続年数は、２分の１を市議会の勤続年数に通算します。

（基準日は令和８年４月１日現在）

久
ひさ

長
なが

登
と

良
ら

男
お

 前議員（25年以上表彰）
町議：10年２か月（※1）　市議：20年５か月

ひさなが と ら お

議員表彰 議員表彰（特別表彰）

曽於市議会政務活動費収支報告一覧表

19 ☆岩川海軍航空隊基地地下発電所跡（大隅町太田尾）☆市指定文化財で、戦争の記憶を後世に伝える貴重な戦跡のひとつです。（矢上）
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T
EL：

0986	-	76	-	8816
FAX：

0986	-	76	-	8901
E
メ
ー
ル
：
gikai@

city.soo.lg.jp

私
た
ち
が
作
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を

　
　
　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

下
段
右
か
ら

中
薗
委
員
・
瀬
戸
口
委
員
長
・

師
副
委
員
長

上
段
右
か
ら

廣
瀬
委
員
・
山
中
委
員
・
矢
上
委
員

今回ご紹介するのは、消防職員として地域の安全を守
りながら、財部中学校ＰＴＡ会長として学校と地域をつ
なぐ活動に取り組んでいる西

にし

村
むら

欣
きん

也
や

さんです。
これまで財部小学校ＰＴＡ会長や市Ｐ連会長などを務
め、子どもたちの健全育成や地域づくりに尽力してき
ました。また、潜水隊長を務めた経験や、ロープレス
キュー競技で九州大会優勝を果たすなど、仕事の面でも
活躍しています。
現在は、「ファンクラブ型ＰＴＡ（推し活ＰＴＡ）」の
考え方を取り入れながら、学校・家庭・地域が一体と
なって子どもたちの挑戦を応援する環境づくりに取り組
んでいます。
「曽於市で育って良かったと思える子どもたちを増や
したい」と語る西村さん。これからも地域と子どもたち
をつなぐ活動が期待されます。

（瀬戸口）

夢
チャレンジ

８月28日 ……………開　　会

９月１日～３日 ……一般質問

９月28日 ……………閉　　会

第３回　定例会予定

ぜひ傍聴にお越しください！

編
集
後
記

今
年
は
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
、
そ
し
て
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
、

ス
ポ
ー
ツ
の
話
題
に
心
躍
る

一
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
競

技
が
あ
り
ま
す
が
、
仲
間
と

力
を
合
わ
せ
て
頂
点
を
目
指

す
「
チ
ー
ム
戦
」
は
、
多
く

の
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

昨
夏
の
新
市
長
就
任
に
始

ま
り
、
昨
秋
、
市
議
会
議
員

選
挙
も
行
わ
れ
、
新
た
な
体

制
で
の
歩
み
が
始
ま
っ
て
早

く
も
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

本
市
議
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
を
尊
重
し
な
が
ら
も
、

「
チ
ー
ム
議
会
」
と
し
て
曽
於

市
の
発
展
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

「
そ
お
力（
総
力
）」を
結
集
し
、

「
チ
ー
ム
曽
於
」
を
さ
ら
に
盛

り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
分
か
り
や
す
い
議

会
だ
よ
り
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
中
薗
）

雨
の
中
で
行
わ
れ
た
消
防
操

法
大
会
。
最
後
ま
で
全
力
で
競

技
に
臨
む
選
手
の
皆
さ
ん
の
姿

に
、
大
き
な
感
動
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
日
頃
か
ら
地
域
の
安

全
を
守
る
た
め
に
訓
練
を
重
ね

ら
れ
て
い
る
消
防
団
の
皆
さ
ん

に
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

出
場
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

支
部
大
会
に
出
場
さ
れ
る
皆
さ

ん
の
さ
ら
な
る
ご
健
闘
を
お
祈

り
し
ま
す
。

（
矢
上
）

表
紙
に
よ
せ
て

曽
於
市
議
会
だ
よ
り

消防本部	総務課に勤務の西村欣也さん
（財部町在住）

発
行
責
任
者

議　
　
長

重
久

昌
樹
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